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　GIGAスクール構想や社会のDX化により、子どもた

ちの「読み」の環境は激変しました。指先一つで情

報が手に入る現代、デジタルネイティブ世代がいか

にして「深く読む力」を養い、豊かな人間性を育む

かが問われています。

　本書は、紙と電子の二項対立を超えた「ハイブリッド

な読書環境」を生き抜くための羅針盤です。乳幼児期か

ら青年期までの発達段階に応じたアプローチや、多様な

媒体からの情報活用術、そして「心の居場所」としての

学校図書館の在り方を具体的に提示します。読み聞かせ

やバリアフリー図書の活用など、現場で即活用できる実

践例も網羅。司書教諭や保護者の皆様へ贈る、読書教育

の新たな指針となる一冊です。

https://www.kindaikagaku.co.jp/kdd/ 

近代科学社Digitalは、株式会社近代科学社が推進
する21世紀型の理⼯系出版レーベルです。デジタル
パワーを積極活用することで、オンデマンド型のス

ピーディで持続可能な出版モデルを提案します。
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読書と豊かな人間性
-DX時代の読書教育：紙から電子まで-
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